
[別紙 2 ]

審 査 の 結 果 の 要 旨

氏 名 菊 池 安 希 子

本研究は
､

日本における薬物問題 - の 対策上重要と考えられ る中学生 における有機溶剤

乱用 の危険要因を検討するため に ,
1 9 9 3 年 に関東圏 の公立 中学校 13 校の 7 9 7 8 人に対 し

て 無記名自記 式 ア ン ケ ー

トを実施 し､ 得 られ たデ ー タ を解析 した o 本研 究で得 られた結果

は ､ 以下 の通 りで ある｡

< 測定変数 >

1) 有機溶剤 ( シ ン ナ ー ) 使用 : ｢生涯経験 の有無｣ 及 び ｢過 去 1 年の 経験の 有無｣

2) 危 険要 因 : ｢ 人 口学的変数 ( 性別
､ 学年) ｣ ､

｢ 起床 時間 ( 日常生活 の規則性) ｣ ,

｢ 学校

生活｣ ､
｢ 家庭環境｣ ,

｢ 友人関係 ( 親 し い友人 の有無) ｣ ,
｢ 仲間か らの圧力 ( シ ン ナ ー 遊 び

誘われ経験) ｣ ､
｢ 喫煙 (経験 ､ 頻度) ｣ ､

｢ 飲酒 ス タイ ル ( 飲酒経験な し
､ 大人 の監督下で

の み飲酒 ､ 大人 の 監督外 で の 飲酒) ｣ ､
｢ 身近 に シ ン ナ

ー 経験者は い るか｣ ､
｢ シ ン ナ ー の 害

の知識 ( 急性 中毒死 ､ 精神病症状 ､ 無動機症候群 ､
フ ラ ッ シ ュ バ ッ ク) ｣ ､

｢ 遵法意識 ( 未

成年 の飲酒 ･ 喫煙禁止
､

シ ン ナ
ー

乱用禁止 に つ い て) ｣

< 結果 の概要 >

1) ｢ 有機溶剤生涯経験｣ を従属変数､ 各危険要因を独立変数とした多変量 ロ ジ ス テ ィ ッ

ク 回帰分析を行 っ た｡ そ の結果 ､
｢喫煙経験(毎 日 の ように たば こ を吸う) ｣ (調整 o R - 7 .2 9

､

9 5% C I : 2 . 5 8
,
2 0 . 5 4) と ｢ シ ン ナ

ー 遊び誘 われ経験 ( あり) ｣ ( 調整 o R - 8
.1 8 ､

9 5 %C I : 4
.
0 5

,
1

6
.
5 3) が ｢ 有機溶剤使用生涯経験｣ と最も強 い 関連 を示 した ｡ こ の 結果 は

､
タ バ コ が有機

溶剤乱用 - の入門的役割を果た して い る こ と
､

また
､ 仲間か らの圧力が有機溶剤 開始 の 誘

因に な っ て い る こ とを示唆して い る｡

2) ｢ 身近 に シ ン ナ ー 乱用者が い る こ と｣ ｢ シ ン ナ
ー 乱用禁止 - の 低 い 遵法意識｣ ｢性別

( 男) ｣ ｢ 家庭環境 ( うまく い っ て い ない) ｣ も
､ 多変量モ デ ル に お い て ｢ 有機溶剤生涯経

験｣ と 有意な関連を示 した , こ の 結果か ら ､ シ ン ナ
ー 乱用対策にお い て は ､

｢ 仲 間からの

圧力｣ ｢ 遵法意識｣ ｢ 家庭環境｣ な ど の側面も視野 に入れ る必 要性が 示唆され た｡

3) 多変量 モ デル にお い て ｢飲酒 ス タイ ル｣ は ｢ 有機溶剤生涯経験｣ と有意な関連 を示さ

なか っ た
｡

こ れは ア メ リカ などにお ける先行研究 とは異 なる結果で あるが ､ 飲酒文化 の 違
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い が理 由と して 考えられ た｡ しか しながら ､ 有機溶剤経験者の 内
､

7 2 % が飲酒と喫煙も

経験 して い たこ と か らも ､ 飲酒経験 は ､ 喫煙経験 を媒介する こ とに よ り ｢ 有機溶剤生涯経

験｣ と関連 してく る可能性 が考えられた｡

4) ｢ 急性 中毒死｣ や ｢ 無動機症候群｣ など の ｢ シ ン ナ ー の 害の 知識｣ が ある ことが
､ 有

機溶剤乱用 と有意な関連 を示さなか っ た こ とか ら
､

知識 を持 っ て い るだけ で は乱用 の 抑止

力 に なりきれな い こ と が示唆されたo しか しながら
､

1 9 9 3 年が 中学生 に対す る薬物教育

の 開始 の年 で ある こ と､
｢ フ ラ ッ シ ュ バ ッ ク｣ に つ い て は有機溶剤乱用経験者の 方が 知識

を持 っ て い た こ と か ら､ そ の後 の 薬物教育の 影響に よ っ て
､

｢ 薬物使用経験が ある方が寧

ろ知識 を持 っ て い る｣ 状況 か ら ､
｢ 知識 を持 っ て い る こ とで 薬物使用 を避 ける｣ 状況が来

る可能性も考えられた｡

5) ｢ シ ン ナ ー 遊 び誘われ経験｣ が 有機溶剤乱用 の持続要因と して 考えられ る こ とから
､

薬物教育の 際に は
､ 同世代仲間か らの圧力に対応 で きる ようにす るため の行動学的内容 を

含めたり ､ 同世代仲間か ら直接 の 知識提供を して もらう など の 方法が考えられた｡

以上
､ 本研究は ､ 日本の 薬物乱用状況上

､ 転換期とされた 1 9 9 3 年時点の も の で ある こ

とから ､ そ の後 の 変化 を評価する際 の ベ ー ス ライ ン 的価値を持 つ もの で あり
､

また
､ 中学

生 の薬物乱用に 関す る同種 の先行研究で は使用 されて来 なか っ た多変量解析 を含めた解析

を行うこ とで
､ 要 因間 の危険度の 相対的評価 を行 っ た｡ 本研究は 日本 における若年者の薬

物乱用防止 対策上 ､ 有用 な仮説 をあたえるもの で ある と考えられ ､ 学位の授与 に催す るも

の と考えられる ｡
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